
Ｅ： 〔Ｆ（③言葉・概念）との附き合ひ方④・用法④〕・・・

「So called」「F③と（△枠）との距離獲得」（Ｅの至大化）。
八章：⑤から「⑥眼に見えぬ（形而上の）克己劇（物：場
C‘）を創り上げた」（Ｅの至大化）（⑤への距離獲得：Ｅの
至大化）
九章：
十章：
十一章：

①（物：場 C‘）
八章：①天下（C’）②人間（物：場 C‘）③心の世界（物：場 C‘）
九章：
十章：
十一章：

（△枠）
八章：藤樹（△枠）。
九章：
十章：
十一章：

Ｆ（言葉・概念）・・・
八章：「⑤眼に見える（形而下の）下克上劇（④的對立概念Ｆ）
九章：
十章：
十一章：

小林秀雄著『本居宣長』：各章主題の「關係論」的纏め

八章 ①天下（C’）②人間（物：場 C‘）③心の世界（物：場 C‘）⇒からの關係：①と②とを③に「④移した」（Ｄ１の至大化）⇒「⑤眼に見える（形而下の）下克上劇（④的對立概
念Ｆ）⇒Ｅ：⑤から「⑥眼に見えぬ（形而上の）克己劇（物：場 C‘）を創り上げた」（Ｅの至大化）（⑤への距離獲得：Ｅの至大化）⇒藤樹（△枠）：①への適應正常。

九章

十章

十一章

② からの關係②（Ｄ１の至大化）

八章 ①と②とを③に「④移した」（Ｄ１の至大
化）

九章

十章

十一
章


